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Reseach on the consciousness that young people possess regarding agriculture and its products






























































































質問項目 カテゴリー 全体 
 
（n=637） 































































































































































































さつまいも とうもろこし トマト きゅうり 
じゃがいも 米 いちご 
図３　農作業経験の時期，農産物
表３．学生の農業・食に関する知識，意識　
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農産物のおいしさを知ってほしい 
農業の楽しさ・良さを知ってほしい 
農産物の生産の仕方を 
教えたい、知ってほしい 
若者の指導・育成をしてみたい 
若者と交流したいから 
その他 
（％） 
（n=17） 
図18 農業従事者における
農業体験・学習を取り組みたい理由
（写真１）
（写真２）
ど農業体験・学習への参加を希望している。
２．農業体験・学習の参加意欲の高い人ほど，農産物
の旬を意識し，「地産地消」の言葉を知っている割
合が多い傾向が見られた。食に関しては，食べ残し
をする頻度は低いが，農産物の摂食頻度が低く，特
にいも類・豆が著しく少なかった。
３．学生は，農業について「つらい」，「重労働」の肉
体的労働のイメージを抱いている反面，農業従事者
よりも「明るい」「開放的」といったイメージを抱
いている。また，「生きがいがある」というイメー
ジもある。農業体験・学習への参加意欲の高い人ほ
ど全体的に明るい良いイメージを抱いている。農業
従事者は，農業について一般的に言われている「つ
らい」「暗い」「閉鎖的」といった暗いイメージを抱
いているが，仕事に「生きがいがある」と感じてい
る。
４．学生と農業従事者に共通して，農産物の「安心・
安全性」に対する関心が高い。
５．学生は，農業体験・学習を希望する理由として
「楽しそう」といった気軽な気持ちが強い。希望し
ない人は，やはり重労働，家が農家であることから
敬遠しており，また無関心である。
６．農業従事者は，農業体験・学習を取り組んでみた
いと思う人が多く，「農業の楽しさ・良さ」「農産物
の生産方法」を教えたいといった理由が多かった。
以上のことから，家が農家であるないに関わらず，
実際に農作物を育てた経験が農業・農作物の興味・関
心度，農作物の食べ方等に影響を及ぼすことから，農
業体験・学習を実施することは，農業・農作物に対す
る意識を高める一つの手段として有効だと考えられ
る。さらに，農家でも次世代の若者へ食や農作物につ
いての大切さや重要性をもっと教えることが必要では
ないかと考えられる。今後は，農業体験・学習を計
画・実施した内容について，その効果を検討していき
たいと考える。
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